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 神津島近海では最近 10 年間，群発地震活動も活発化し，神津島島内に設置した GPS 観測網にお

ける GPS観測より 1996年 7月から 1997年 7月までの１年間に 2‐4cmの地殻水平変動が観測され

ている(名古屋大学・他，1998;木股・他，1999) 。その後，1998年 1月，1998年 8月に繰り返し GPS

観測を実施した。 

 

 第 1図に 1997年 7月～1998年 8月の 1.1年間において観測された水平変動ベクトルを示す。神津

GSI基点を固定して表現する。慨して，1997年 7月までの観測結果と同様に，島南部に対し島北西

部の赤碕基点が北西方向に 3cm変位している。また，天上 NE 基点が北東方向の水平変動を示すこ

とから，天上山周辺では膨張の地殻変動が進行していることも明らかである。 

 第 2図に神津 GSI基点を固定して，1996年 7月～1998年 8月まで，約半年毎の 4期間における水

平変動ベクトルを示す。各観測点も期間を通して基本的には同様の水平変動ベクトルが繰り返し観

測され，島北西部の海岸で北西方向へ，島南東部の海岸で東方への水平変動である。 

 第 3 図にもっとも長期間の観測が続いている赤碕と「めいし」基点における水平変動の時間変化

を示す。時間変化を直線近似するが，図から，時間的にほぼ一様な変動を示すことが明らかである。

赤碕基点で N67Wへ 31.8mm/yr，めいし基点で N56Wへ 17.2mm/yrの年間水平変動ベクトルとなる。 

 前報(名古屋大学・他，1998)で，神津島におけるプレートモデルから推定される収束速度(小竹・

他，1998)を仮定することにより，ローカルと考えられる地殻水平変動を抽出したが，今回も，地理

院の GPS観測から求まる神津 GSI基点と式根，新島，利島基点における水平変動ベクトルより，小

竹・他(1998)により推定したプレート収束ベクトルを減じ，各基点におけるローカルな水平変動を求

めた。神津島島内の観測点では神津島 GSI 基点の変動を参照し，ローカルな水平変動を計算した。

こららのローカルな水平変動から球状圧力源を仮定し茂木モデルを求めた。その結果，第 4 図に示

すように，神津島の北島岸，深さ 4kmのところに一つの圧力源が推定できた。しかし，この圧力源
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だけでは式根島－新島間の 20mm/yrを越える伸張が説明できない。そこで式根島と新島の水平変動

を説明可能な圧力源を新島・式根島間に推定した。この圧力源は深さ 2kmと非常に浅いが，わずか

2 観測点のデータに依拠しており，詳細な検討は今後の課題である。東京大学地震研究所(1998abc，

1999)によれば，1997 年 7 月～1998 年 8 月の期間における地震活動は，神津島と新島間に集中して

発生しており，なかでも神津島北東沖と式根島西方沖での群発地震活動が顕著に観測された。これ

らの地震はすべて 10kmよりも浅く，5km以浅のものが多かった。 

 なお，上述した二つの圧力源を仮定した場合，神津港における上下変動は約 20mm/yr の隆起運動

となる。実際に水路部による験潮記録も最近 10年間に神津港の隆起を観測している。しかし，その

隆起量は，験潮観測で 50mm/yrを越えるが，想定した圧力源では 20mm/yrに過ぎない。 

 

観測に協力いただく東京都，神津島村，新島村に感謝します。 
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第 1図 神津島における水平変動ベクトル(1997年 7月～1998年 8月) 

神津島地理院基点(●)を固定する 

Fig.1 Horizontal displacements respect to the GSI Kozu station in Kozu Island in the 

period July 1997 - August 1998. 

 
 

第２図 神津島における 1996年 7月～1998年 8月の４期間の水平変動ベクトル 

神津地理院基点（●）を固定する。 

Fig.2 Horizontal displacements respect to the GSI Kozu station in Kozu Island in four periods July 

1997-January 1997-July 1997-January 1998-August 1998. The location of GSI Kozu station 

is fixed in the periods. 
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第 3図 神津島赤碕・めいし基点における座標の時間変化直線近似で求めた変位量を示す 

Fig.3 Time series of the stations of Akasaki and Meishi. Station velocities are deduced by liner least 

square method. 
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第４図 神津島・式根島・新島・利島に

おいて観測された水平変動ベク

トルと推定した球状圧力源の位

置および計算される水平変動ベ

クトル。神津島地理院点におい

て観測されたユーラシアプレー

ト安定部に対する変動とプレー

トモデル（小林・他、1998）か

ら計算される収束速度から求め

た。 

Fig.4 Observed horizontal displacements, 

the location of the sphere pressure 

source estimated from the 

measurements, and the calculated 

horizontal displacements from the 

source model. Local displacements on 

each station respect to stable part of 

the Eurasian plate and the calculated 

displacements from the plate model 

of the Philippine Sea Plate by Kotake 

et al. (1998). 
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